
　

現
代
中
国
を
分
析
す
る
研
究
者
は

日
々
変
化
す
る
中
国
関
連
の
情
報
を
い

ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
な
け
れ
ば
時
代
遅

れ
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
中

国
語
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
閲
覧
す
る
と

情
報
が
散
乱
し
て
お
り
、
中
身
の
あ
る

良
い
記
事
は
非
常
に
少
な
い
。例
え
ば
、

最
大
の
中
国
語
検
索
エ
ン
ジ
ン
で
あ
る

Baidu

に
て
「
立
退
き
」「
不
動
産
」「
陳

情
」
と
い
っ
た
現
代
中
国
を
理
解
す
る

キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
力
す
る
と
数
え
き
れ

な
い
数
の
リ
ン
ク
が
リ
ス
ト
さ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
の
多
く
は
表
面
的
な
報
道

で
あ
り
、
事
態
の
因
果
関
係
を
理
解
す

る
に
は
と
て
も
不
十
分
で
あ
る
。
無
数

に
あ
る
情
報
か
ら
い
か
に
有
益
な
情
報

を
収
集
し
研
究
に
応
用
す
る
か
は
多
く

の
専
門
家
が
抱
え
て
い
る
悩
み
で
あ

る
。

　

こ
の
悩
み
を
か
な
り
解
決
し
て
く
れ

る
の
が
『
南
方
週
末
』、『
南
風
窓
』、『
財

経
』、『
瞭
望
東
方
週
刊
』
と
い
っ
た
新

聞
雑
誌
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
改
革
開
放

以
後
創
刊
さ
れ
た
も
の
で
、
現
代
中
国

の
問
題
群
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
て
い

る
優
秀
な
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
そ
の
中

で
筆
者
が
特
に
お
勧
め
し
た
い
の
が

『
南
方
週
末
』
と
『
財
経
』
で
あ
る
。

　
『
南
方
週
末
』
は
一
九
八
四
年
に
創

刊
さ
れ
本
社
は
広
東
省
広
州
市
に
あ

る
。
リ
ベ
ラ
ル
系
メ
デ
ィ
ア
の
代
表
格

と
し
て
、
長
い
間
現
代
中
国
が
直
面
し

て
い
る
問
題
を
鋭
く
裁
く
こ
と
で
国
内

外
で
の
評
価
が
高
い
。創
立
当
初
は『
南

方
日
報
』
の
週
末
増
刊
と
し
て
広
東
省

内
で
の
み
発
売
さ
れ
た
が
、
そ
の
評
判

は
良
く
、
九
〇
年
代
半
ば
に
は
全
国
で

販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。「
こ
こ
で

中
国
が
わ
か
る
」
と
い
う
新
聞
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
掲
げ
、
創
立
当

初
は
国
内
の
文
化
・
社
会
問
題
を
積
極

的
に
報
道
し
、
党
と
政
府
の
意
見
し
か

述
べ
な
い
北
京
の
御
用
メ
デ
ィ
ア
と
は

一
線
を
画
し
て
き
た
。
現
在
は
新
聞
・

経
済
・
文
化
・
時
局
・
評
論
と
い
っ
た

部
分
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
幅
広
い
分

野
に
対
し
深
層
報
道
を
行
っ
て
い
る
。

近
年
は
環
境
問
題
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
都
市
部
大
気
汚
染
に
関
す
る
一
連

の
報
道
は
中
国
の
環
境
政
策
改
正
を
促

す
大
き
な
世
論
を
形
成
し
て
い
る
。

　

読
者
層
は
主
に
役
人
、
教
員
、
学
生

と
い
っ
た
知
識
人
で
あ
り
、
発
売
部
数

は
一
六
〇
万
部
を
超
え
て
い
る
。
常
に

敏
感
な
問
題
を
報
道
す
る
ゆ
え
に
政
府

か
ら
の
圧
力
も
強
く
歴
代
の
編
集
長
の

中
に
は
政
治
の
力
に
よ
っ
て
更
迭
さ
れ

た
も
の
も
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
報
道
精
神
は
ず
っ
と
受
け
継
が
れ
、

新
聞
メ
デ
ィ
ア
の
競
争
が
激
し
い
今
日

の
中
国
に
お
い
て
も
不
動
の
地
位
を
確

保
し
て
い
る
。

　
『
南
方
週
末
』
の
多
く
の
記
事
は
内

容
が
濃
く
読
み
応
え
が
あ
る
。し
か
し
、

三
二
面
も
あ
る
記
事
を
す
べ
て
読
む
に

は
中
国
語
が
ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
読
者

で
も
半
日
以
上
は
か
か
る
だ
ろ
う
。
こ

こ
で
『
南
方
週
末
』
を
読
む
コ
ツ
を
二

点
ほ
ど
挙
げ
た
い
。
一
つ
は
カ
バ
ー
ス

ト
ー
リ
ー
を
含
む
長
文
記
事
を
中
心
に

読
む
こ
と
で
あ
る
。
毎
号
に
二
～
三
本

の
長
文
記
事
が
載
っ
て
い
る
が
、
そ
の

多
く
は
複
数
の
記
者
が
長
期
間
に
渡
っ

て
取
材
し
た
も
の
で
あ
る
。
事
件
の
起

承
転
結
が
分
か
る
深
層
報
道
で
あ
る
の

で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
氾
濫
し
て
い

る
短
い
報
道
と
は
レ
ベ
ル
が
違
う
。
一

般
の
新
聞
を
読
む
よ
り
は
か
な
り
疲
れ

る
が
、こ
れ
ら
の
記
事
は
見
逃
せ
な
い
。

も
う
一
つ
は
国
内
問
題
に
関
す
る
記
事

を
優
先
し
て
読
む
こ
と
で
あ
る
。
新
聞

社
の
予
算
制
限
も
あ
っ
て「
南
方
週
末
」

で
は
長
い
間
国
際
報
道
に
は
力
を
入
れ

て
こ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
国
内
問

題
に
関
す
る
報
道
の
レ
ベ
ル
と
比
べ
る

と
国
際
問
題
の
記
事
は
内
容
的
に
若
干

劣
る
。
ま
た
広
州
と
い
う
一
地
方
都
市

が
本
拠
地
で
あ
る
の
で
、
国
際
問
題
に

敏
感
に
反
応
す
る
北
京
と
は
異
な
る
何

ら
か
の
地
域
的
特
徴
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
は
中
国
国
内
の
政
治
社
会

の
強
い
関
心
を
持
つ
筆
者
自
身
の
経
験

か
ら
述
べ
る
も
の
で
あ
り
、
あ
く
ま
で

も
参
考
程
度
に
し
て
ほ
し
い
。

　

な
に
よ
り
も
あ
り
が
た
い
の
は
そ
の

値
段
の
安
さ
で
あ
る
。
中
国
国
内
で
購

入
す
る
と
一
部
三
元
で
、
年
間
購
読
し

現
代
中
国
研
究
と
コ
ア
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル

―『
南
方
週
末
』
と
『
財
経
』

特 集
アジア地域研究と雑誌
―『コア・ジャーナル』を語る―

任
　
　
哲
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て
も
一
六
〇
元
程
度
（
二
〇
〇
〇
円
）

に
過
ぎ
な
い
。
筆
者
は
中
国
に
出
張
す

る
際
最
初
に
す
る
こ
と
は『
南
方
週
末
』

を
購
入
し
て
持
ち
歩
く
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、『
南
方
週
末
』
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
は
過
去
の
記
事
全
文
を
閲
覧
す
る

こ
と
が
可
能
な
の
で
、
日
本
の
読
者
に

は
お
勧
め
だ
。
定
期
的
に
閲
覧
す
る
と

現
代
中
国
の
実
体
が
少
し
ず
つ
見
え
て

く
る
に
間
違
い
な
い
。
一
つ
残
念
な
の

は
英
文
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
お
よ
び
サ
マ

リ
ー
が
な
い
の
で
、
中
国
語
が
苦
手
な

読
者
に
は
お
勧
め
で
き
な
い
。

　

南
方
日
報
・
広
州
日
報
系
列
の
雑
誌

の
多
く
は
八
〇
年
代
に
設
立
さ
れ
、
現

代
中
国
が
抱
え
て
い
る
諸
問
題
に
対
し

リ
ベ
ラ
ル
な
意
見
を
述
べ
る
こ
と
で
、

中
国
国
内
の
世
論
形
成
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
た
。
南
部
陣
営
に
比
べ
る

と
北
京
を
拠
点
と
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
記

事
は
保
守
的
で
あ
り
、
新
聞
雑
誌
の
売

れ
行
き
も
日
々
悪
化
し
た
。
そ
ん
な
中

で
新
華
社
・
人
民
日
報
社
と
い
っ
た
御

用
メ
デ
ィ
ア
は
次
々
と
新
し
い
新
聞
雑

誌
を
刊
行
し
、
市
場
経
済
の
波
に
乗
り

出
し
た
。
こ
れ
ら
の
新
聞
雑
誌
は
九
〇

年
代
後
半
に
な
っ
て
か
ら
少
し
ず
つ
頭

角
を
現
し
始
め
て
お
り
、
そ
の
代
表
格

が
『
財
経
』
で
あ
る
。

　
『
財
経
』
雑
誌
は
一
九
九
八
年
に
中

国
証
券
市
場
研
究
設
計
セ
ン
タ
ー
⑴

が

創
刊
し
た
も
の
で
、
経
済
関
係
の
記
事

が
中
心
で
あ
る
。
最
初
は
月
刊
誌
で

あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
は
隔
週

毎
に
発
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
雑
誌

の
デ
ザ
イ
ン
と
内
容
構
成
は
英
文
雑
誌

の
『TIM

E

』、『The Econom
ist

』
に

似
て
い
て
日
本
の
読
者
は
馴
染
み
や
す

い
。『
財
経
』
は
一
冊
に
一
五
元
と
値

段
設
定
が
割
高
で
、
エ
リ
ー
ト
層
を
メ

イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
お
り
、
読
者

の
多
く
は
政
財
界
・
学
会
の
人
で
あ
る
。

　
『
財
経
』
が
注
目
を
集
め
る
最
大
の

理
由
は
毎
号
の
カ
バ
ー
ス
ト
ー
リ
ー
に

あ
る
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
、
国
有
企
業
、
株

式
市
場
、
不
動
産
価
格
高
騰
、
土
地
改

革
、
炭
坑
事
故
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の

時
期
に
一
番
ホ
ッ
ト
な
ト
ピ
ッ
ク
を
取

り
上
げ
た
一
連
の
報
道
は
イ
ン
パ
ク
ト

が
強
く
、
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
で
一
番
目
立

つ
。
そ
し
て
、
官
僚
腐
敗
、
イ
ン
サ
イ

ダ
ー
取
引
と
い
っ
た
ス
ク
ー
プ
報
道
も

大
胆
で
あ
る
。
二
〇
一
一
年
第
四
号
の

カ
バ
ー
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
「
公
共
裙

帯
（crony

）」
で
は
フ
ラ
ン
ス
系
ベ
ト

ナ
ム
人
で
あ
る
難
民
女
性
が
中
国
国
内

で
金
持
ち
に
な
っ
た
チ
ャ
イ
ナ
ド
リ
ー

ム
を
報
道
し
た
。
そ
の
成
功
の
背
景
に

あ
る
の
は
腐
敗
事
件
で
逮
捕
さ
れ
た

数
々
の
大
物
官
僚
と
の
複
雑
な
人
間
関

係
で
、
現
職
の
高
官
ま
で
暗
に
指
し
て

い
た
。
こ
の
よ
う
な
報
道
は
国
内
外
の

読
者
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
る
一
方
で
、

政
府
か
ら
の
圧
力
も
一
層
強
く
な
る
。

　
『
財
経
網
』
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
は

一
九
九
八
年
か
ら
最
新
号
ま
で
の
表
紙

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
過
去
一
〇

年
間
の
大
き
な
出
来
事
と
社
会
の
関
心

事
を
一
目
で
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
目

玉
記
事
以
外
に
筆
者
が
注
目
す
る
の
は

「
読
書
」
コ
ラ
ム
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

本
誌
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
専
門

家
が
お
勧
め
す
る
書
籍
が
紹
介
さ
れ
、

そ
の
多
く
は
読
む
価
値
が
高
い
本
で
あ

る
。
ま
た
、
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
英
文
サ

マ
リ
が
あ
る
の
で
、
中
国
語
が
苦
手
な

読
者
へ
の
配
慮
も
伺
え
る
。

　

日
本
国
内
で
『
財
経
』
を
購
読
す
る

に
は
輸
入
業
者
を
経
由
す
る
の
で
か
な

り
高
く
な
る
。
個
人
で
購
読
し
た
い
方

で
、
か
つ
紙
媒
体
に
こ
だ
わ
り
の
な
い

方
に
は
「
龍
源
期
刊
網
」
を
お
勧
め
し

た
い
。
こ
れ
は
中
国
語
雑
誌
閲
覧
専
用

の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
、
ネ
ッ
ト
ア
カ

ウ
ン
ト
を
開
設
す
る
だ
け
で
三
〇
〇
〇

以
上
も
あ
る
中
国
語
雑
誌
か
ら
気
に

入
っ
た
号
だ
け
低
価
格
で
購
読
で
き

る
。
紙
媒
体
と
同
じ
レ
イ
ア
ウ
ト
で
読

む
こ
と
が
で
き
、
一
度
購
入
し
た
も
の

は
半
永
久
的
に
保
存
さ
れ
る
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
れ
ば
さ
ら
に
便
利
で

あ
る
。
雑
誌
の
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
、
読
み
た
い
も
の
を
購
読
す
る
だ

け
で
あ
る
。iPad

で
は
毎
号
一
ド
ル
程

度
で
レ
イ
ア
ウ
ト
が
紙
媒
体
と
同
じ
も

の
が
読
め
る
。iPhone

で
は
す
べ
て

無
料
で
あ
る
が
、
紙
媒
体
と
は
異
な
る

レ
イ
ア
ウ
ト
に
な
る
の
で
引
用
す
る
時

は
不
便
で
あ
る
。
ま
た
大
画
面
で
読
み

た
い
場
合
、evernote

と
い
う
記
憶
ア

プ
リ
を
使
い
読
み
た
い
記
事
を
コ

ピ
ー
、
保
存
し
、
大
画
面
Ｐ
Ｃ
でev-

ernote

を
起
動
し
て
読
め
る
。

　

中
国
社
会
の
利
益
と
価
値
観
は
過
去

に
な
い
ほ
ど
多
様
化
し
て
お
り
、
リ
ベ

ラ
ル
な
報
道
だ
け
が
評
価
さ
れ
る
時
代

で
は
な
く
な
っ
た
。
近
年
に
な
っ
て
、

長
年
リ
ベ
ラ
ル
な
報
道
で
中
国
の
世
論

を
リ
ー
ド
し
て
き
た
『
南
方
週
末
』
の

報
道
に
批
判
的
な
意
見
が
増
え
て
い

る
。
ま
た
、『
財
経
』
も
ラ
イ
バ
ル
雑

誌
『
新
世
紀
』
に
押
さ
れ
気
味
に
な
っ

て
い
る
。
多
様
な
報
道
が
増
え
る
の
は

読
者
に
は
う
れ
し
い
こ
と
で
あ
る
。
メ

デ
ィ
ア
の
競
争
に
よ
っ
て
も
っ
と
レ
ベ

ル
の
高
い
新
聞
雑
誌
が
現
れ
る
こ
と
を

期
待
し
な
が
ら
本
稿
を
終
え
た
い
。

（
に
ん　

て
つ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
東

ア
ジ
ア
研
究
グ
ル
ー
プ
）

《
注
》

⑴�

中
国
証
券
市
場
研
究
設
計
セ
ン
タ
ー
は
中
国
に

証
券
取
引
市
場
を
開
設
す
る
た
め
一
九
八
九
年

に
設
立
さ
れ
た
組
織
で
あ
る
。
九
〇
年
代
半
ば

か
ら
出
版
産
業
に
力
を
入
れ
て
お
り
、『
財
経
』

以
外
に
十
数
の
雑
誌
を
発
行
し
て
い
る
。
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